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衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
発
電
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

北
海
道
に
対
す
る
御
指
摘
の
会
社
の
説
明
を
北
海
道
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
お
尋
ね
の
「
廃
棄
物
に
由
来
す

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
排
出
さ
れ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
破
砕
し
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
、
当
初
廃
棄
物
と
し
て
排
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
一
連
の
処
理
の
工
程
を
経
る
こ
と
に
よ
り
廃
棄
物
で
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
廃
棄
物
に
由
来
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
が
産
業
廃
棄
物
又
は
一
般
廃
棄

物
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
平
成
十
一
年
三
月
十
日
決
定
が
示
し
た
基
準
に
の
っ
と
り
、

「
そ
の
物
の
性
状
、
排
出
の
状
況
、
通
常
の
取
扱
い
形
態
、
取
引
価
値
の
有
無
及
び
事
業
者
の
意
思
等
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
」
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

環
境
省
に
お
い
て
、
破
砕
さ
れ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
御
指
摘
の
発
電
所
に
搬
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
御
指
摘
の
会

社
の
事
業
場
に
つ
き
、
同
社
に
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
許
可
を
与
え
て
い
る
各
道
県
に
対
し
、
お
尋
ね
の
各
事
項
を

照
会
し
て
そ
の
把
握
に
努
め
た
も
の
の
、
各
道
県
に
お
い
て
は
、
当
該
事
業
場
が
扱
う
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
収
集
、
運
搬

一



を
行
っ
た
事
業
者
に
つ
い
て
事
業
者
に
係
る
資
料
を
必
ず
し
も
有
し
て
い
な
い
た
め
、
確
た
る
も
の
を
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
ま
た
、
把
握
し
得
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
は
、
御
指
摘
の
会
社
と
取
引
等
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
の
事
業

の
内
容
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
か
ら
こ
れ
ら
の
事
項
の
公
表
に
つ
き
、
事
前
に
了
解
を
得
て
お
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
当
該
事
業
者
の
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差

し
控
え
た
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
う
ち
、
産
業
廃
棄
物
で
あ
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
つ
い
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
各
年

度
に
お
け
る
排
出
量
、
再
生
利
用
量
及
び
埋
立
量
は
別
表
一
、
平
成
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
二
年
十
一
月
三
十
日
ま

で
の
一
年
間
ご
と
の
焼
却
量
は
別
表
二
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
余
に
つ
い
て
は
、
統
計
が
な
い
た
め
答
弁
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
含
む
産
業
廃
棄
物
を
燃
料
と
す
る
発
電
所
に
つ
い
て
、
現
在
稼
働
中
及
び
計
画
中
の
発
電
所
名
、

所
在
地
、
建
設
（
予
定
）
年
次
、
出
力
及
び
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
年
間
（
予
定
）
焼
却
量
は
、
別
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

二



廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
含
む
一
般
廃
棄
物
を
燃
料
と
す
る
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
等
の
一
般
廃
棄
物
用
の

発
電
機
付
焼
却
炉
の
う
ち
、
そ
の
大
半
に
お
い
て
は
、
そ
こ
で
焼
却
さ
れ
る
家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
中
に

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
発
電
コ
ス

ト
の
試
算
額
を
除
き
、
答
弁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

発
電
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
含
む
燃
料
が
産
業
廃
棄
物
で
あ
る
か
一
般
廃
棄
物
で
あ
る
か
を
問
わ

ず
、
お
お
む
ね
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
九
円
か
ら
十
二
円
で
あ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

二
の
�
及
び
三
に
つ
い
て

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
つ
い
て
は
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
循
環
法
」

と
い
う
。
）
第
五
条
、
第
七
条
等
に
基
づ
き
、
�
発
生
抑
制
、
�
再
使
用
、
�
再
生
利
用
、
�
熱
回
収
、
�
適
正
処
分
の
順

で
、
そ
の
循
環
的
な
利
用
及
び
処
分
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
中
に
は
、
そ
の
組
成
、

汚
れ
等
の
状
況
か
ら
、
再
使
用
や
再
生
利
用
が
困
難
で
焼
却
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

を
燃
料
と
す
る
発
電
は
、
こ
う
し
た
焼
却
せ
ざ
る
を
得
な
い
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
つ
い
て
、
既
存
の
焼
却
施
設
に
発
電
機

を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
焼
却
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
熱
を
回
収
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

三



こ
れ
を
行
っ
て
も
追
加
的
に
二
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
我
が
国
全
体
で
み
れ
ば
、
石
油
等
を
燃
料

と
す
る
火
力
発
電
に
代
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
制
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う

な
懸
念
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
含
む
廃
棄
物
を
発
電
に
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の

促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
九
年
法
律
第
三
十
七
号
）
に
よ
り
、
こ
れ
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
、
ま
た
、
本
年
三
月
十
九
日
に
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
が
決
定
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
（
以
下
「
大

綱
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
循
環
法
の
理
念
等
と

の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
有
効
利
用
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

大
綱
に
お
い
て
は
、
廃
棄
物
の
焼
却
に
由
来
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
対
策
を
推
進
し
た
場
合
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
及
び
廃
油
の
焼
却
に
由
来
す
る
年
間
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
、
右
対
策
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
と
比
較
し
て
二
千
十

年
（
平
成
二
十
二
年
）
に
は
約
三
百
万
ト
ン
削
減
さ
れ
る
と
い
う
推
計
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
、
千
九
百
九
十
九

年
（
平
成
十
一
年
）
と
二
千
十
年
（
平
成
二
十
二
年
）
と
を
比
較
し
て
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
年
間
の
再
生
利
用
量
は
約

百
万
ト
ン
か
ら
約
四
百
万
ト
ン
に
増
加
し
、
焼
却
量
は
約
八
百
万
ト
ン
か
ら
約
七
百
万
ト
ン
に
減
少
し
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

四



類
の
焼
却
に
由
来
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
約
千
七
百
万
ト
ン
か
ら
約
千
五
百
万
ト
ン
に
減
少
す
る
と
見
込
ん
で
算
出

し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
料
と
す
る
発
電
所
を
設
置
す
る
に
当
た
り
、
当
該
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
産
業
廃
棄
物

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
第

一
項
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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